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、て函E 鍛え上f霊祭t生2 につに泳と、の誌して月Z粥ゃ業1書か il1

僅主も館宅 夷苧か浅2 れ 、 はたとを大l:=1毛色紅い~！.生令長 い 掛
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んこ予ょ模3 もむのら ・り く ぬぬ そたて J
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快重し，も 問’を にりるは民言 、十ま家b木eも に干三一’ 』j
査をtて妓含に投まあ 、火。凡1と予ょ七ぬも君i新えは五 分f』i
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し彼Z啄粍ひ ～の戸 、 我；~－B~こて盃まこ航てのの却には 1
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d、：：－＝観主だ去’：或あ予よき二♂一 予反含 F と降りき都合同に火品、 1
λ・としがら ると友t人・て》 す館主ぬ鐙tと一 、とを啄 ]i 
樫書かてJ、ん 友t始2をも e 百 一 ；？の、設Z共t函空り 【木1-ll 
v いーーと はん多Zな 二，・ ,. た予ょをに館零て は、 副
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